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１．はじめに
「1914年６月２８日あの銃声がサラエボに起こった。それはわれわれ
が育てられ，成長し，故郷としていた安定と創造的な理性との世界を，－
ちぢ
瞬Ｉこしてうつるな陶器の器のように干々に砕き散らしたのである。ステ
ファン・ツヴァイク｣(1)
戦争は常に民衆に苦難と悲劇をもたらしたが，とくに２０世紀の二度に
わたる世界大戦が民衆に与えた惨禍は，質量ともにそれ以前の数多い戦争
のそれと比ぶべくもない。第一次世界大戦は，歴史上初めての４年以上に
及ぶ全面戦争として，同盟側協商側を問わず参戦国に大きな犠牲を強い
た。とくに主要な戦場となった西ヨーロッパの国々における人的・物的被
害は，天文学的数字に達し，２０世紀の世界史に長くその影響と傷痕を残
している(2)。この戦争の原因に深く関わっていたオーストリアにおいて
も，長期間の総力戦・消耗戦が，開戦の日から停戦の曰まで三方面の軍事
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的な前線で，無数の兵士の犠牲のうえに繰り返されただけでなく(3)，同時
に前線の背後の国内においても，戦争目的のために民衆の生活を犠牲にし
ながら実行された。ここでは，２０世紀の始め以来続いていたバルカン問
題や多民族国家の宿命ともいえる民族問題に悩まされながらも，１９１４年７
月まで平和が続いて“世紀末ウィーン，，とよばれた文化的生活が営なま
れていた。この平和経済は，突然の開戦によって－度は大混乱に
陥ったが，オーストリア・ハンガリー帝国は，それまでの経済体制
を１９１５年春頃までに軍事中心の戦争経済体制に強権的に編成替えし
た。しかしアウスグライヒ以来，相互に矛盾を抱えながら関税同盟
を結んでいたオーストリアとハンガリーは，戦争経済体制のもとで
も厳しく対立し戦争経済遂行に支障をきたすようになっていった。
民衆の多くは1914年の夏に戦争を歓迎して迎えた。彼らは，サラエボ
の復讐が長年にわたりオーストリアを悩ませている南スラブ問題の解決に
つながるならば，それはやるだけの値打ちがある，と考えた。だが，ほと
んど誰も，戦争が４年以上も続き飢え.寒さ・混乱，さらにたくさんの不
幸を経験した後に，帝国の敗北と解体に終わるなどとは，予想しなかっ
た。それだけではない。老皇帝はもちろん政府首脳部の多くも，戦争の経
過とその結末を考慮してはいなかった。開戦前には戦争のための経済的準
備はなく，非常時のための法律も，1867年制定の憲法の１４条＝皇帝大権
規定と，１９１２年に制定された戦争遂行法にたよるほかなかった。開戦決
定とともに平和経済から戦争経済への移行が，試行錯誤を重ねながら進め
られることになった。だが戦争経済体制が拡がり深まるにつれて，開戦前
のオーストリア経済のかかえていた弱点が増幅され，総力戦のアキレス
腱として，民衆の生活を圧迫していった。ここに戦争経済と民衆生活の解
決しえない矛盾が明らかとなる。この問題を解明する前提として，本稿
は，１９１４年夏（サラエボ事件から開戦まで）の１月間のオーストリア民
衆の動きをまとめたもので，「第一次大戦期のオーストリアにおける民衆
の生活と戦争経済」研究のためのノート，その１である(4)。
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2．開戦直前期のオーストリアとバルカン問題
オーストリア・ハンガリー帝国は，1867年のアウスグライヒ以後同じ
ハプスブルク家のフランツ・ヨーゼフ皇帝を裁きながらも政治的には二つ
の独立国であったが，経済的には関税同盟を結んで－つの経済圏を形成し
ていた。特に１９世紀末以後両国は帝国内部において，バルカン問題に関
する政治外交路線と民族問題の処理をめぐって，さらにはそれぞれの経済
発展の方向と相互の貿易関係をめぐって，緊張関係を深めていた。と同
時に対外的にはバルカン問題が，この国の政治外交の中心課題となって
いた。
１９７８年独立を認められたセルビアは，当初オーストリアの保護国に近
い状態だったが，１９０３年に国王アレクサンドル・オブレノビッチが暗殺
され，ペーター・カラジョルジェピッチが国王になった後，この国とオー
ストリアの関係は大きく変わった。彼は，ロシアの支援のもとに反オース
トリア政策をとり，1878年以来オーストリアの占領下にあった旧トルコ
領ポスニア・ヘルツェゴビナとバルカンの係争地マケドニアに対する固有
の領有権を主張して領土の拡張政策をとったために，オーストリア・ハン
ガリーとの対立を深めたのである。
ロシアは曰露戦争に破れた後，再びバルカンへの勢力拡大を狙ってセル
ビアとの同盟関係を強化していた(5)。このころオーストリアは，ハンガ
リーとの関税同盟を維持する必要上，ハンガリー農業者の要求を受け入れ
て保護関税政策を一層強めたため，オーストリアとバルカン諸国とくにセ
ルビア・ルーマニアとの政治経済関係が悪化した。１９０６年からセルビア
との間に無通商条約状態が続き，セルビアは農産物の重要な輸出市場を
失った。なかでもオーストリアが防疫上の理由もあって，豚の輸入を厳し
く制限したため，セルビア農民の反オーストリア感I情はいっそう強まっ
た。これがいわゆる「豚戦争」で，しばしば世界大戦の遠因の一つにあげ
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られている。このバルカンでの貿易戦争もあってオーストリア・ハンガ
リー帝国の貿易収支は，1907年から赤字に転じて経済的に打撃を受けた
だけでなく，その政治的地位も低下していった(6)。
1908年オーストリア政府が，占領下の二州ポスニア・ヘルツェゴビナ
を併合したために，オーストリアとセルビアおよびその同盟国ロシアとの
関係は急速に悪化し，相互に動員令を発令して一触即発の状態になった。
このポスニア危機は1908年２月開戦にいたらず避けられたが，両国のき
びしい政治的軍事的対立は残された(7)。
ポスニア・ヘルツェゴビナの併合は，帝国の民族問題をさらに複雑にし
た。この二州の人口は約200万であるが，ギリシャ正教徒のセルビア人が
47％弱，モスリム教徒のセルビア人トルコ人が約３０％，カトリック教徒
のクロアチア人が約２５％に分かれている上に，それぞれが地域的には複
雑に住みわけていた。１９１０年から州議会が開設されると，セルビア人の
多数派はセルビアとの連合をめざす一方で，モスリムの人々はオーストリア
との統治を求めた。クロアチア系は，セルビアとの連合を求めるもの，
オーストリアの統治に協力するもの，あるいは帝国内でダルマチアとクロ
アチアのクロアチア人とゆるやかな南スラブ連合を計画するもの，の三
つに分かれた。さらにこの地方におけるクロアチア人とセルビア人の間の
歴史的な不和が，民族問題をさらに難しくした。ハンガリーはオーストリ
アの諸民族統治政策に対して非常に神経質になっていた。というのは，ハ
ンガリーの政治の主導権を握っているマジャール（ハンガリー）人は，
1890年の数字で総人口1,690万のうち７４０万（44％）と少数派にすぎず，
国内のセルポ・クロアチア人約260万（15％）の独立運動が，ポスニア・
ヘルツェゴビナの同民族と連帯して進められることを，極度に恐れていたか
らである(8)。
さらに，１９１２年の第一次バルカン戦争と翌１３年の第二次バルカン戦争
に際して，オーストリア・ハンガリーは直接の戦争当事国にはならなかっ
たが，支援したブルガリアの敗北とセルビアの勝利は，この国の国際的権
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威を失墜させただけでなく，その領土と国の存立さえも危険な状態に陥れ
たのである(9)。
このバルカン戦争に対応してオーストリア・ハンガリー政府は戦争に対
する準備を強化した。その一つが１９１２年の「戦争遂行法（Gesetzvom
26Dezember,1912,betreffenddieKriegsleistungen)」で，この法律
で政府は戦争目的のために，人員資材・施設などを徴用・接収することが
できることになった(10)。その二は同年の兵役法（Wehrgesetzl868年制
定）と州兵法（Landwehrgesetz）の改正である。これにより正規軍と
州兵の区別が緩和されるとともに，陸軍の現役期間が騎兵と砲兵を除き３
年から２年に短縮される一方，予備役期間が７年から１０年に延長された。
毎年の徴兵定員も1902年に定められた１２万5,000人から１５万9,500人
に増強された('１)。
バルカン`情勢の深刻化に対するオーストリア・ハンガリーの態度は，そ
の国家予算に示されている。１９１１年世界的傾向とは異なって，この国は
経済的困難を経験しつつあったし，翌12年世界市場が停滞期に入った時，
この国の経済的恐’慌は全面化した。それにもかかわらずこの国は軍備拡大
につとめざるをえなかったのである。表１に示すように，この国の国家予
算に占める軍事費の比率は，1880年代の前半には２４％弱であったが，９０
年代前半には２６％を越えバルカン戦争の前後にはほぼ２９％に達した。同
期間の軍事費の伸び率は271で，総国家予算の伸び率232,同期の工業生
産額の伸び率２４０を共に上回っている。とくに1909年に軍事費は対前年
比で２７％以上増加したが，なかでも海軍費が３７％と高い伸びを示した。
これは，イタリアに対抗してアドリア海・地中海の海軍力を強化するため
に，小型で老朽化した艦艇を新鋭のドレッドノート型をふくむ大型艦に編
成しなおすためであった〔'2)。このような軍備拡大の努力にもかかわらず，
オーストリア・ハンガリーの軍事費は，ヨーロッパ列強に比べて少なかっ
た。１９１４年でみると，帝国の軍事費総額は，ロシア・ドイツの４分の１，
フランス・イギリスの３分の１にすぎず，ハプスブルクの軍事的君主制は
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表１オーストリア・ハンガリー帝国の国家予算における軍事費の動向
（単位：100万クローネ）
軍事費の内訳軍事費
予算合計
① 
工業
生産額
⑥ 
総予算
支出額年次
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1880-83年平均
錐 111 
1）ＨｍＢｄ､5.591-592第４表より算出。各枠の上段は実数，下段は指数あ
るいは百分比。
2）記号説明①GesamtebewaffneteMacht．②Heer．③Marine．④Land
wehr（オーストリアの地方軍隊）⑤Honv6d（ハンガリーの地方
軍隊）⑥オーストリア分である。グッド．109.259より算出。
ヨーロッパ最弱の軍事国家だったのである(１３)。
3．サラエボから開戦まで－民衆の動向一
（１）サラエボ事件の半年以上前の１９１３年１２月３日，アメリカ合衆国シ
カゴで発行されていたセルビア人の機関紙（Srbobran）に，次のような
アピールが掲載された。
「オーストリアの皇太子が来年の早いうちに，サラエボを訪問する意
向であると発表された。すべてのセルピア人はこれに注意するだろう。
セルビアの人々よ，なんでも手にとれるものを取れ，ナイフ，ライフ
ル，ダイナマイト，爆弾。そして神聖なる復讐をはたせ。ハプスブルク
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王朝に死を。手をくだした者は永遠に英雄として記1億されるのだ｡｣(M）
ポスニア・ヘルツェゴビナ，アルバニアはセルビアの神聖な領土だと主
張する「大スラブ主義」が，ベルクラートはおろかシカゴでさえ燃え盛っ
ている中で，蹟路しながらも皇太子は，ポスニア軍管区総司令官ポチョ
レックの招待もあって，１９１４年６月２６，２７日約２万2,000が参加する夏
期大演習を閲兵したのである。これはおそらくセルビアに対する示戚行動
であったのであろうが，ベルクラートは２５万の大軍による予防戦争の前
ぶれだとして強く反発した。そして皇太子夫妻は７月２８日朝運命のサラ
エボに向かう。
（２）１９１４年６月２８日は日曜日で２９日は祭曰だったから，多くの人々
は初夏の休暇を楽しむために都会を離れていた。バルハウス広場の外務省
でもいつもながらの休日体制で，誰も大事件のことなどつゆほども思って
いなかった。電報がなった。サラエボで皇太子夫妻が撃たれた。行政学者
で国会議員だったヨゼフ・レートリッヒはその日記にこの日のことを次の
ように記している。
「今日は暑い美しい夏の日だった。私はガンツ博士といつものように
歓談したあと，１時５０分頃アルタウ湖畔で休養している義兄パウルに
電話した。彼が言うには，１時頃歌手のスタイナーがアシャウの別荘か
ら電話をよこし，次のように話したという。“１２時頃イシェルの郵便局
長が隣局ストロブルに電話で，今日日曜日，いつもなら１２時で終わる
業務を特別に開いておくようにといい，そのわけは，サラエボで何か
が起こったらしい。すべての回線が必要になりそうだ，，と。パウルは
私に，サラエボで何があったのかわかったら知らせてくれ，といった。
私はすぐに，今朝の新聞がフランツ・フェルディナン卜皇太子夫妻のサ
ラエボ訪問予定を報じていたことを思い出した。なにか皇太子の身の上
に危険が生じたにちがいない，と直感した。
２時頃だった。私はガンツ博士に電話し，なにか判ったら直ぐしらせ
てと頼んだ。２時１０分頃博士から，皇太子がセルビア人にブローニン
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グで鑿たれ夫妻とも死んだ，と伝えて来た。“これはドイツ大使館筋の
‘情報だ。事件の混乱でやや不正確かもしれぬ｡，，私はこの恐ろしい
ニュースをハンスとイルマ夫人に伝え，ついでマリエンバードを呼び出
し，５分後にフリッツにも伝えた。さらに５分後，アルタウのパウルに
伝え，ウイリィ・シュレジンジャー，レェツオウ，ベールンライター，
シユパルツェナウ男爵夫人らにも電話した｡｣('5）
ちょうど同じころ作家のステファン・ツヴァイクは保養地バーデンで休
暇を過ごしていた。
「明るい夏服姿で，よろこばし(ずに心配もなく，人の群れは温泉公園
で音楽の前に揺れていた。その日はおだやかだった。空は広いカスタニ
エンの木立の上に，雲もなく拡がっていた。それはほんとうに幸福
の日々であった。やがて人々には，子供たちには休暇が来るのであっ
た。－中略一私はそのとき温泉公園の雑踏から遠く離れた所に腰を下
ろして，１冊の本を読んでいた－中略一それを注意深く，緊張して
読んでいた。しかし樹々のあいだを吹きすぎる風，鳥たちのさえずり，
温泉公園から漂って来る音楽は，同時に私の意識のなかにあった。私は
それに妨げられることもなく，そのメロディをはっきり一緒に聞いて
いた。－中略一そういうわけで，音楽が突然演奏中に中断したとき，
私は思わず本を読むのをやめた。－中略一本能的に本から目を上げ
た。樹々のあいだを散歩していた人の群れも，やはり様子を変えたよう
に思われた。それも突然，あちこち歩くことを止めてしまったのであ
る。何かが起こったにちがいなかった。私は立ちあがって，楽士たちが
野外音楽堂を立ち去るのを見た。これもまた奇妙であった。温泉コン
サートはふつうならば一時間か，それ以上も続いていたからである。何
ものかが'この荒々しい中断の原因をつくったにちがいなかった。近
づいてよく見ると，人々は興奮した群れをなして，野外音楽堂の前の，
明らかにちょうど貼り出されたばかりの告知のまわりにひしめき集って
いた。私は何分も経たぬうちに聞いたのだが，それは，帝位継承者であ
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るフランツ・フェルディナント殿下とその妃殿下とが，ポスニアでの
演習に出かけていて，そこで政治的暗殺の犠牲となった，という急報で
あった｡｣('6）
この報道に人々はどのように反応したであろうか。内外I情勢を熟知して
いたレートリッヒは，このニュースを深刻に受けとめ次のように続けて
いる。
「町へ出てみた。ガル博士にあった。彼は，これで弱体なセルビア政
府も終わりだ，という意見だった。私はこれでスッルーク政府が終わる
ことを希望した。－中略一シンガー教授をツァイト編集部に訪ねた。
彼は皇太子夫妻の死はオーストリアに良い結果をもたらすという意見
だ。多くの人が同じように考えるだろうが，私は違う意見だ。皇太子
は，フランツ・ヨーゼフの弱さと計画性の無さのために維持しきれなく
なった政府をなんとしても建て直し，オーストリア・ハンガリーの存在
を，はっきりと内外に示さなくてはならなかったのだ。いまや気はいい
が才能のない２７歳の王子が84歳の皇帝の後継者となったので，帝国内
外の難問題に強い意思で働きかけることは不可能になった。－中略一
今日は世界史的事件の日となった。この事件がオーストリアにおいて
良い方向にいくのか，それともひどく悪い方向にいくのか，今だれも予
言できない。だが，ハプスブルク家の運命の時は近づいている。ハプス
ブルクの一員が，オーストリア・ハンガリー帝国内のドイツ民族とカト
リックに極端に敵意をもっているスラブ民族の「息子」によって，初め
て暗殺されたのだ。この半ばドイツ人の帝国と暗殺行動に駆り立てられ
たスラブ民族との間の友好的な共存関係は，もはや不可能であることが
誰の目にも明らかになった。８４歳の老皇帝がこの事実から必要な結論
を引き出せるかどうか，私には疑問だ。－中略一私のみるところ，
ウィーン市はこの結果を冷静に受け止めている。日曜日のせいだろう
か，ニュースの伝わり方はごくゆっくりだ。それにしても，フランツ・
フェルディナン卜皇太子夫妻は，彼らの性格，偏執的なカトリシズム
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や洗練されていない芸術好きなどのために，民衆から嫌われていた
－後略一。（６月２８日)」「町には悲しみの雰囲気は全くない。この二
日間プラターでも近くのグリンツィンクでも，いたるところ音楽がひ
びき渡っている。（６月２９日)｡｣(17）
当時の知識人の受けとめかたにもいろいろあった。セルビアに対して
好意をもっていなかったと思われるフロイトは，「私はサラエボでの驚き
がまだ消えぬうちにこの手紙を書きます。この事件の結果は予断を許し
ません」と書いているが，ジョーンズはフロイトとその仲間は国際情勢の
深刻さを理解するのに時間がかかったとコメントを加えている(18)。シユ
ニッラーもその日記に「午後ユリウスから電話。サラエボでフェルディナ
ン卜皇太子夫妻が射殺された。美しい日曜日。最初の驚きの後では皇太子
の暗殺も強い影響を残さない。彼はなんと好かれていなかったことか｡」
と書いた('9)。
ある農村婦人はその自伝的な回想記のなかで，「町でも村でもショック
だった。これは戦争になるかもしれない，と人びとが予想したことは正し
かった。わずか１月後に戦争が始まった｡｣(20)と記しているし，ある富裕
な老婦人はそのニュースを聞いたとき，まず「これは戦争ね」と叫んだと
いう(2')。
ツヴァイクはこの死について興味深い感想を残している。
「しかし，敢えて真実を重んずるならば，特別な驚樗とか'真激は人々
の顔からは読み取れなかった。帝位継承者はけっして人々に愛されて
いなかったからである。－－中略一彼には，オーストリアにおいては
真の大衆の人気にとって測り知れぬほど重要であるところのものが，ま
さに欠けていた。すなわち，個人的な愛橋，人間的な魅力，外見上の親
しみやすさである。－中略~この二人の人物のまわりには氷のような
空気が漂っていた。人々は彼らが友人を持たぬこと，老帝が彼を心から
嫌っていることを知っていた。彼は支配者の座につこうという帝位継承
者のあせりをしかるべく隠すことを，心得ていなかったからである。
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－中略一ブルドッグのようなうなじと動かぬ冷たい目とを持ったこの
人物から何か不幸が起こりそうだという私の神秘的な予感は，それゆえ
けっして個人的なものではなくて，広く全国民の間に拡がっていたもの
であった。そのため彼の暗殺の知らせは，深い弔意を呼びさまさなかっ
た。２時間後にはもう，真の悲しみのしるしは認められなかった。人々
は談笑し，酒場では夜更けにはまた音楽が演奏された。この曰オースト
リアには，老帝のあの相続人が消されて，比較にならないほど愛されて
いる若いカール大公に有利な結果となったために，人知れずひそかに
ほっと息をついた人々が，たくさんあったのである。－中略一
翌日の新聞は勿論，鄭重な弔辞を掲載し，暗殺についての慎激に相応
の表現を与えていた。しかしこの事件がセルビアに対する政治的行
動のために利用し尽くされるべきだというようなことは，全然ほのめ
かされていなかった｡｣(22）
アンディクスも後に次のように書いている。
「サラエボの悲報を受けた時，ウィーンは悲嘆にくれるようなことは
なかった。帝国は皇太子夫妻の死を，かってのルドルフ皇太子の自殺や
エリザベス皇后の死の時のように，深い悲しみで受け取らなかった。
この四半世紀の間に三つの計報の号外が出た。フランツ・ヨーゼフは皇
太子，皇后についで皇位継承者の甥を失った。宮内大臣モンテヌーボは
すぐに，この民衆に好かれなかった皇太子の死さえ復讐に利用すること
と，皇太子妃の遺体を軽く取り扱うための努力を始めた｡｣(23）
皇太子妃ソフィーはコテック伯爵家出身で王族に連なる上級貴族出身で
なかったため，長い間宮廷内で，とくに超保守派の宮内大臣モンテヌーポ
らから軽んぜられていたという経緯があった。事実，二人の遺体はハプス
ブルク家の墓所であるカプツィーナー教会には葬られなかった。
（３）民衆の多くは，皇太子夫妻の死が戦争をもたらすかもしれないと一
度は考えたとしても，それはせいぜい対セルビア戦争で，それもすぐに片
付くと軽く考え，事件の１カ月後にそれが大戦争に発展することになるな
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ど，夢想もしなかった。「戦争を望んだ人々でさえ直ぐに始まるなんて考
えもしなかったし，まして，暗殺なんて関係ないと信じている人々には何
事もなかったようだった｡｣(2ｲ)とか，「みなが知っているように，根本では
ただセルビアの豚の輸出に関する数箇条の通商協定について持ちあがっ
た，セルビアとのこの永遠の小競り合いは，われわれと－体どんな関係が
あろうか。枢のなかの死んだ大公が私の生活と何の関係があろうか｡｣(25）
という状況だった。
しかし，バルカン戦争以来の外交関係に不安をつのらせていたロシア．
セルビア国境の民衆は，事件後は恐怖に脅える日々となった。ウィーンの
雰囲気と国境沿いの人々の気持ちは，全く異なっていた。あるジャーナリ
ストは，サラエボ事件直前における民衆の気持ちを次のように伝えている。
「ブコビナの人々はガリツィアの人々と同じようにロシアとの戦争をと
ても恐れている。金持は安全な地域に移っており，貧しい者もいつでも避
難できるように準備している。その理由は，人々が戦争になった時のコ
サック騎兵による暴行と略奪を恐れているためだ。ドニエステル川対岸の
コサック連隊が，開戦すればすぐに侵入してくることは明らかなのだか
ら｡｣(26）
サラエボ事件に対する新聞論調は，対セルビア強硬論を次第に展開しは
じめる。当時の有力な経済誌「ディエスターライヒッシェフォルクス
ヴィルト」はストープラーの論説を載せ，「サラエボ事件は1866年のケー
ニヒグレーツ以来の歴史的大事件だが，ポスニアは併合以来政治的火山地
帯であるから，ここでの諸事件をオーストリアで一般的な楽観論でみては
ならない。ここには民族的宗教的憎悪感が満ちているし政治的腐敗や政
治的に未解決の問題が多い。数年来強まっている州南部における政治的煽
動は，若い未熟な人々を誤らせている。この暗殺は，オーストリアにおけ
る南スラブ問題をさらに燃え上がらせ，最近ではこの国の災いにさえなっ
ている反セルビア宣伝を強め，間違った解決に向かわせる恐れがある。し
かもセルビア政府は事件に無関係だと声明し新聞も暗殺は人間的には非
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難されようが，政治的には正当だと主張しているので，事態は特別に困
難だ」として，,慎重な対応を求めた(27)。
７月１８日の同誌は無署名の「セルビア問題」において，「オーストリア
の平和より戦争を求める政治宣伝家たちは，愛国心の発露からであろう
か，政治的に最悪の行動をしている。彼ら帝国主義者たちの政治的思想は
全く混乱している。彼らは復讐に凝り固まった戦争党グループと同類だ。
彼らは，外国に対する帝国主義的政策が，国内的には民衆の平和と福祉に
全く反することを忘れている｡｣(28)と，強硬路線を批判した。
このようなサラエボ事件の慎重な対処を求める論調は，少数派にとど
まっていた。皇太子夫妻の埋葬が終わるのを待っていたように，新聞紙上
に対セルビア強硬論が多数現れるようになる。例えば，当時ややリベラル
なオピニオンリーダー紙と評価されていた「ノイェフライェプレッセ」
は，７月１１日に次のように書いた。
「大スラブ主義の宣伝は，帝国南部地方のセルビア人に反乱を呼びか
けるものだ。彼らは，新聞・集会のほかあらゆる機会を捉えて悪意に満
ちた宣伝を重ねるだけでなく，彼らが長く企んできた陰謀とその結果で
ある皇太子の暗殺を利用して，我々に対する敵意を煽っている。もしも
隣国から武器や爆弾を伴った宣伝が繰り広げられるとしたならば，平和
な共存生活は不可能であろう。ベルクラートにおける諸措置は，セルビ
ア人にこの事実を知らしめようとしているのだ。いまや我々の外交交渉
の重点は，セルビアに対する次のような質問に限られる。セルビアよ’
我々との平和を求めるのか，否か？セルビア政府のとるべき措置は明
らかだ。大スラブ主義による宣伝行動を停止し，わが国に対する憎しみ
と敵意にみちた人為的な諸行動をなくすことだ。セルビア政府は，もし
もそうするための確固とした意思があるならば，平和な隣国でありたい
と宣言するための様々な手段をもっているはずだ｡｣(29）
さらに７月１７日の同紙は，セルビア軍部の臨戦体制について次のよう
に報道している。
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「セルビア政府は，予備役にある兵士７万人を招集し，現役兵と合わ
せて１１万人の動員を完了した。さらに７万から８万人の招集を計画し
ている。セルビア陸軍はすでに臨戦体制にあり，部隊を帝国の国境方面
に移動させている｡｣(30）
（４）オーストリア・ハンガリー帝国の首脳部は，サラエボ事件を利用し
てセルビアを中心とする南スラブ問題を解決しようとした。彼らにとっ
て，セルビアに対し弁明と賠償を要求し，事件の首謀者とその援助グルー
プに正当な刑罰を科するよう要求するだけでは，全く不十分であった。と
くに陸軍参謀総長へツツェンドルフ元帥を中心とする軍首脳部は，以前か
らセルビアに対する予防戦争を計画していた。この戦略に対して皇太子が
強く反対していた。その彼が暗殺されたのだ。“不幸中の幸い"，チャンス
を利用しなければならない。しかも，セルビアがバルカン戦争の痛手から
十分回復しないうちに，ロシアの支援が不十分で効果を発揮しないうち
に，と彼らはすぐに，ひそかに行動を開始した。帝国外相ペルヒトールト
は，対セルビア強硬政策について，同盟国ドイツ帝国の同意を求めた。７
月６日にベートマン・ホルベーク首相の“同盟の義務は忠実に履行する，，
旨の回答を得たうえで，帝国は，セルビアに対して軍事的に圧力をかけ
て，セルビアの大幅な譲歩を引き出すこと，それが成功しないときには戦
争も辞さないこと，という強硬政策を決定した。この過程でオーストリア
のスッルーク首相とハンガリーのティサ首相との間で，“セルビアの将来
の取扱い，，をめぐり調整が難航した。ハンガリー側が，もしセルビア併合
という結果になれば，帝国内のセルビア民族の比率が高まり，帝国および
ハンガリー国内の民族問題への対応が不可能になる，と憂慮したためであ
る。７月１４日までに両者の妥協が成立し，セルビアに対する最後通牒の
起草がはじめられ，１９日に終了した(3,．
レートリッヒは，サラエボから開戦までの４週間の帝国首脳部の舞台
裏を，その日記にしるしている。事件直後から強硬な報復手段・戦争を準
備していたことが，明白に述べられている。その一部を引用しておこう。
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「７月１５日ホヨのもとに一時間半。ホヨは秘密の話として，戦争は
ほとんど決まっているが，しかし長引かせる重要な理由があるので待た
なければならない，といった。１４日以内に過去２週間の極秘で非常に
興味のある物語を話そう，ともいった。ベルヒトールトはティサ，スッ
ルークやブリアンと同じ意見だし，皇帝は完全に戦争準備を終えてい
る。ホヨは書き終えたばかりの美しい長い文章を読んで聞かせてくれ
た。それは，開戦の日英国政府に手渡されるはずの文書だった。ドイツ
は我々と完全に一致している，ともいった。－中略一ホヨは次のよう
にもいった。もしわが軍が役にたたないようなら，わが帝国はいずれに
せよ維持できない，軍隊は帝国と一体なのだ。私が後にフリッツから聞
いたところでは，ティサはブダペストの銀行家ウルマンに同じように話
したという。“戦争を避けることはできない，だが，今それをいうこと
は許されないと''・コンラット（へツツェンドルフ）が休暇に出かけた
という情報は，明らかに彼の意図をカムフラージュするためだ。
私はホヨに話した。“セルビアの独立を我々が奪うようなことを希望
しない。領土の縮小と独立の制限だけで＋分だ｡'’一中略一ウィーン
では誰もが戦争の可能性を信じていない。先週と今週に起こった株式市
場の３回の暴落は，非常に注目される。これに対する銀行の完全な無関
心は，銀行が動員令に備えているためだと思う｡｣(32）
「７月２１日ベルヒトールトの措置はなお引き延ばされている。彼は
今日イシュルに行かねばならない。そして今週の最後の日に，ベルク
ラートでの外交措置とサラエボ事件に関する要求項目が，全ヨーロッパ
に対して発表される｡｣(33）
「７月２３日緊張は最大限に高まった。イシェルからのある報道
は，皇帝は戦争に進まないだろうと伝えているが，これはナンセン
スだ｡｣(34）
「７月２４日昨夜（２３日）９時３０分ホヨが来訪した。彼は緊張がと
けていて，ゆったりとしかも楽しそうに見えた。そして次のように話し
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てくれた。“皇帝はイシェルで水曜（２２日）の１時半にセルビア宛の最
後通牒に署名した。その通告は４８時間の期限付きで，今日（２３日木
曜）５時３０分ベルクラートに届いた。セルビアがこれを認めることは
まず絶対にないだろう。結局戦争になるだろう。ロシアがセルビア側に
付くことは完全に予想している。ロシアは国内の革命的ストライキ運動
を外に向けさせるための転換策とするだろう,,。－中略一“我々の通告
の内容は非常に強いもので，ヨーロッパに恐ろしい嵐を巻き起こすだ
ろう。我々は病人なんかじゃない。我々だってやれるのだ，とことん
やろうじゃないか''･英国ではオーストリア・ハンガリー帝国に対する
悪感'情が支配している。私はそれを予想していた。スッルークは馬鹿げ
たことに，憲法第１４条で戦争しようとしている。ホヨは言った。“金が
必要ならまずドイツから獲得しようじゃないか''。－中略~
そんなわけで今日は大変な一日だった。我々は暗殺された皇太子につ
いて話し合った，世界の人々は彼が常に戦争に反対していたことを知ら
ないだろうと。彼は私たちに，彼の死によって，彼が決して望まなかっ
たエネルギーを得させたのである。今日の新聞は最後通牒を報じてい
た。記事はよく書けていた。４８時間の期限には驚いたであろう｡｣(35）
同じ７月２４日オーストリア政府の高級官僚で，戦争末期に食糧省の次
官として活躍することになるレーベンフェルトールスは，この最後通牒に
ついて義父への手紙に次のように書いている。
「朝，新聞を読んだとき私は息をのむ程でした。このような表現は
オーストリアでかつて見たことのないようなものです。それは，オース
トリアの我’慢にも限度がある，我々が懲らしめてやろうというものでし
た。私はセルビアがこれを受け入れないと思います。これは開戦の布告
と同じです。ウィーンの人々はまるで戦争を期待しているかのように話
合っています。－中略一株式市場では株価が続落しています。６月末
にくらべて，アルピネ８３，プラーク鉄鋼430,クレジットアンスタルト
３０クローネそれぞれ下がりました｡｣(3㈹
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同じ２４日の妻への手紙でも，彼は，１９１２年のときとは違って今後は決
着をつけなければ平安はないのかもしれないが，セルビアとだけ事をかま
えるだけで済むかどうか，それは神だけがご存じだし，ペテルブルクの通
信社もオーストリアとセルビアの衝突にロシアが無関係ではありえないと
発表した，と書いている(37)。
翌２６日付け義父への手紙に，レーベンフェルトールスは２５曰夜の民衆
の興奮ぶりを興味深く書いている。
「……ノイェフライェプレッセの夕刊はセルビア受諾と報じまし
たが，これは不信と不満半々で受け取られました。アルゲマイネツァ
イトゥンクは，ベルクラートの妥協的な空気とセルビア政府が要求を受
け入れた回答を出した，と報道しました。すぐ後にほかの新聞は，セル
ピアの回答期限を延長せよとのロシアの要求が拒否された，とも報道し
ました。リンク大道りにはデモの群衆が群がり，軍事省前に集まってい
ました。８時半頃バルコニーに士官が現れました。一瞬の静寂，後ろの
方では何があったのか解かりませんでした。ついで耳をつんざく群衆の
叫び，“戦争だ，戦争だ"･人々は，セルビアの回答が不満足でギースル
大使がベルクラートを離れたことを知ったのです。その時の'情景を書
くのは困難です。無数の帽子やハンカチが打ち振られ，群衆はラデッ
キー記念碑を取り囲み，国民歌を歌い，雄１１４びの声をあげつづけまし
た。すべての窓に明りの灯った軍事省の建物を取り囲んだ群衆は，次々
に出勤してくる士官たちの肩をたたき声をかけ励ましていました。軍人
達がこんなにも歓迎されるありさまを，私たちの世代はかつて見たこと
はありません。夜中にカフェでアングロ銀行のランデスベルガー総裁に
会いました。彼の話によると，彼が，１日中連絡をとっていた外務省の
ビッケンブルク局長は，６時までセルビアがおれてくるとみていたよし
です。午後まで楽観的だった新聞は状況が一変してショックだったよ
うです。－中略一
ドナウ汽船会社会長スコンダ氏から聞いたことですが，会社は何日も
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前からすべての所属汽船をセルビア領域からひきあげさせているようで
す。知人の大部分はもう休暇から帰っています，たくさんの知人に街
で会うわけです。追記街で歌われている国民歌にまじって，“ライン
の守り，’も聞かれます。もしドイツも参戦するとすれば，これはもう地
域的な限定戦争にとどまることはありえないでしょう｡｣(38）
レートリッヒは，７月２５日を戦争開始の記念日で長く記憶される日だ
としたうえで，その様子を次のように書いている。
「７月２６日私はアルタウ湖に知らせようとした。はじめに私が戦争
という言葉を口にしたら，電話局の係員は，電信電話法４条に基づいて
電話をきってしまった。郵便局員は昨日から連続勤務についている。非
常事態が宣言されたのだ。－中略一今日７個師団が動員された。火曜
日（２８日）は大動員の日になるだろう。我々はコールマルクトからグ
ラーベンを歩いた。ステファン寺院の前で，明らかにキリスト教社会党
のメンバーと思われる多数の若い労働者の戦争賛成の大デモをみた。
－中略一ブダペストで帰国途中に逮捕されたセルピア軍参謀総長プー
ツニックは，コンラット（へツツェンドルフ）の指示で釈放され，ベル
ヒトールト（外相）の指令により特別列車でベルグラートに送られた。
私の意見では,これは誤った騎士道精神だ｡彼を軟禁しておくべきだっ
た。彼はセルビアにとって１師団の値打ちがある｡｣(39）
レートリッヒにくわしく国家秘密を話した彼の友人アレクサンダー・ホ
ヨは，７月始めペルヒトールト外相の密命を受けてベルリンに行き，ベー
トマン・ホルベーク首相らと会談して，前述のドイツ側の保証を取りつけ
てきた帝国外務省の高官であるから，日記の内容は信用できよう。そのホ
ヨでさえ会話のなかで，帝国軍隊を信用せず，財政についてはドイツの援
助を口にするなど，政府首脳部の戦争準備が不十分なものであったことを
示すものであろう(ｲ゜)。
７月２５日午後４８時間ぎりぎりでセルビアの回答を受けたオーストリ
ア・ハンガリー政府は，それが最後通牒の無条件受諾でないことを理由に
民衆生活と戦争経済（その１）２８７
ただちに外交関係を断絶し，部分的動員令を発令し，ついに７月２８日に
セルビアに対し宣戦を布告した。これに応じてロシアが７月３０日に総動員
令を発令し，反対にドイツが８月１日にロシアに宣戦するに及んで，同盟側
と協商側との間の連鎖的な宣戦布告の交換から，第一次大戦の火ぶたが切
られる。（未完）
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示した。バルカン諸国は，オーストリア・ハンガリーの「影響力の範囲」に
あった。だが，その影響力はこの危機でなにも獲得しなかった。アルバニアで
さえ，イタリアの援助でのみ救えたのである。ベルヒトールト外相は，セルビ
アに反対するブルガリアを激励することによってセルビアを制御しておこうと
試みたが，ブルガリアが数日で敗北したので，これはまた失敗であった。それ
がもっと成功したとしても，ブルガリアとの同盟は，ハプスブルクの弱さの証
明であった。それはオーストリア・ハンガリーをバルカンの一国家の水準に落
としたからである。政治と同様，軍備でも，オーストリア・ハンガリーは，大
列強国から落ちてしまった｡」テーラー102.333-334.
(8)クランクショウ１０７．３８０．シユタットミュラ－１０５．１７５．
現在ユーゴスラビア解体後のポスニア・ヘルツェゴビナで続いている内戦状態
に，オーストリア・ハンガリーのポスニア併合の強い影響をなおみることがで
きる。
(9)ジェラビッチ111.130-132．
(10この法律（Gesetzvom26Dezemberl912，ＲＧＢＬ２３６，betreffenddie
Kriegsleistungen）は，３７条からなり，総動員令下あるいは戦争状態に際し
て，政府のとりうる非常時特別権限の大綱を定めており，－度この法律が発動
されると政府（国土防衛省）が必要と認定した職業・企業・経営に従事する人
は，徴用されこの法の支配下におかれる。（２条から９条，例外規定５条）戦
争遂行のために必要と認定された，各種輸送手段（馬車，自動車，船，飛行機
など１０条から１２条）は徴用されるし（例外１３条)，道路，橋，その他不動
産，運輸通信施設の接収あるいは軍用利用の自由（１５条から２０条）が規定さ
れている。この法が求める場合，食料・飼料や各種の物資の提供（21条から
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２４条）が義務付けられ，地方の行政組織（町・郡など）にも各種の協力（２５
条から３１条）が義務付けられる。そのほかに徴用・接収.買い上げの場合の
補償や，この法の運用組織などが規定されている。（なおハンガリーでも同時
に同様の法律が制定された｡）
(11）Wandruszka，Ａ/Urbanitsch，Ｐ．（Ｈｇ.）DieHabsburgermonarchie 
l848-191８，ＢｄＶ、DiebewaffneteMacht，1987.493-494．＝Ｈｍ、Ｂｄ５．
(12）1909年イタリアで艦隊法が成立し，４隻の大型艦の建造が決定したことに対
抗して，オーストリア・ハンガリー政府はモンテクユリー提唱によるドレッド
ノート型戦艦４隻建造のための海軍軍拡予算を提出した。しかしこれに対する
議会の賛成が得られず，ヘルゴラント型高速巡洋艦３隻の建造が認められたに
とどまった。ハンガリーの経済危機が終り，ティサ政府が選挙に勝利した
１９１０年秋から，ドレッドノート型２隻の建造がドイツの軍港キールで始められ
た。その中の１隻ヴイリヴス・ウニテイス（1912年１０月完成）は地中海に出
現した最初の巨大戦艦だった。フィウメで建造された同型艦セントイストファ
ンを除き，テェゲットホーフ，プリンツ・オイゲンの２隻は１９１４年夏までに
完成し，大型艦についてみれば，イタリア海軍に対抗しうる勢力をもつにいたっ
た。なおこの大型艦４隻の総建造費は３億1,200万クローネで，海軍特別予算
として計上された。表１に示したように，１９１０年前後の総軍事費が４億7,000
万クローネであり，海軍普通予算が１億2,300万クローネであったことに比べ
て，この海軍拡充計画の規模の大きさをうかがうことができる。Ｈｍ．Ｂｄ５．
７１９． 
(13）テーラー102.334．
(10クランクショウ107.381．
(15）Fellner，Ｆ､：DaspolitischeTagebuchJosefRedlichs・Ｂｄ1.233-234．
（以下Ｒ日記と略記)。なおこの日記には，フェルナーの詳細な解説がある。
なお，クランクショウもこの日記の史料的価値をきわめて高く評価している。
以下の引用文に度々でている地名「イシェル」はオーバーエステライヒ州の保
養地として有名なところで，フランツ・ヨーゼフの夏の別荘があった。老皇帝
はここを愛していたといわれる。
(１０ツヴァイク101.318-319．
(17）Ｒ日記233-234．レートリッヒは，皇太子の個人的な性格や人柄とは別
に，彼が南スラブ問題解決のために，セルビアと性急に事をかまえようとしな
かった点を評価している。クランクショウもこの点にふれている。同107.
395-396．プラターはウィーン市内の遊園地で，グリンツインクは郊外の
ウィーンの森に近く，ホイリゲで名高い行楽地で市民の憩いの場所。
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(20ＩＧｒｅｍｅ１，Ｍ.：MitneunJahrenimDienst・MeinLebenimStUblund
amBauernhof，１９８３．２１０． 
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(２０Neurath，Ｏ､：EindruckeausdemostenOsterreich、DerOsterreich-
ischeVolkswirt､1914.411,Ｎr､28.500-502．（以下ＯＶｗ・Ｎｒ.と略記）
ＵｎＤｒ.Ｇ・Ｓｔ．（Stopler):DasAttentatinSarajevo､０．Ｖｗ､1914.7.4,Ｎr、
４０．７５３－７５６． 
(28）ＯＶｗ、１９１４．７．１８，Ｎr､42,779-780．
I29INeueFreiePresse19147.11.朝刊３ページ（以下ＮＦ・Ｐ．と略記）
(30ＩＮ・ＦＰ、1914.7.17.夕刊
G1）Goldinger，Ｗ､：Osterreich-UngarninderJulikrisｅ1914．ｉｎ：Oster‐ 
reichamVorabenddesErstenWeltkrieges．（Ｈｇ.）InstitutfUrOster-
reichskunde，48-62． 
(32)，（33ＭN)，（35）Ｒ日記237-238．ここに登場するホヨについては，柵参照。
G6MWM38）Loewenfeld-Russ，Ｈ､：ImKampfgegendenHunger,1986.1-5. 
69）Ｒ日記240．
QOIHoyos，A1exsander・伯爵位をもつ貴族の外交官（参事官Legationsrat）
で，サラエボ事件後特命を受けてベルリンでの重要交渉にあたった。帰国後
の７月７日，ベルヒトールト首相が議長をつとめた閣僚会議に参加している。
ハンガリーのティサ首相以外の参加者たちは，政治的無能力さと基本的問題に
ついてのヴィジョンのなさが目立ったという。これらの経緯をふくめて，この
月の主要な政治過程については，マイアーハルテインクが詳説している。
Mayr-Harting,Ａ､：DerUntergangOsterreich-Ungarns1848-1922,1988． 
とくに第６章695-703．なおこの著者もレートリッヒの日記の史料的価値を高
く評価し，著書に多く引用している。
